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平成26年度　町長施政方針

を
、
本
町
の
誇
り
と
し
て
全
国
に

情
報
発
信
し
ま
す
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
と

　
環
境
対
策

　

森
林
所
有
者
が
、
自
ら
間
伐
材

を
木
の
駅
（
森
林
組
合
集
積
場
）

に
持
ち
込
み
商
工
会
商
品
券
に
引

き
換
え
る
、
「
お
ろ
ち
の
深
山
き

こ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
来
年

度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
仁
多
発
電
所
は
、
電
力

の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
活
用
に

よ
り
安
定
的
・
継
続
的
な
運
営
を

図
る
た
め
、
今
年
度
手
続
き
が
完

了
し
た
設
備
認
定
に
基
づ
き
、
来

年
度
は
施
設
の
大
規
模
改
修
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

　

阿
井
地
区
川
東
水
路
を
利
用
し

た
農
業
用
小
水
力
発
電
事
業
に
つ

地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
、
ま
た
、

地
域
活
性
化
活
動
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
充
実
強
化
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
、
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
競
技
力
を
誇
っ
て
お

り
、
小
・
中
学
校
、
横
田
高
校
、

セ
ル
リ
オ
島
根
の
競
技
力
維
持
・

向
上
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
八
月
に
は
、
本
町

を
会
場
に
全
国
か
ら
小
学
生
高
学

年
児
童
の
男
女
約
五
十
チ
ー
ム
が

集
い
、
第
三
十
六
回
全
国
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

選
手
、
役
員
、
保
護
者
を
含
め
、

千
人
を
超
え
る
来
町
者
を
迎
え
盛

大
に
実
施
さ
れ
る
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
伝
統
と
歴
史
の
あ

る
町
体
育
協
会
の
陸
上
・
剣
道
な

ど
の
競
技
力
の
向
上
、
健
康
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
奥
出
雲
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
充
実
な
ど
、
幅
広
く

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に

努
め
ま
す
。

　
文
化
・
芸
術
の
振
興

　

引
き
続
き
、
地
域
の
活
性
化
と

文
化
の
薫
り
高
い
町
を
目
指
し
、

町
文
化
協
会
等
に
よ
る
音
楽
団
体

と
の
交
流
や
芸
術
鑑
賞
の
ほ
か
、

町
内
の
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
の

校
歌
や
郷
土
音
楽
の
調
査
・
保
存

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
か
ら
一
般
成
人
ま

で
を
対
象
と
し
た
論
語
素
読
の
普

及
啓
発
活
動
も
、
継
続
的
に
実
施

し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
年
度
末
に
完
成
予

定
の
太
鼓
や
神
楽
な
ど
を
実
演
披

露
す
る
郷
土
芸
能
施
設
は
、
美
肌

温
泉
郷
と
の
連
携
や
各
種
団
体
に

よ
る
多
面
的
な
活
用
に
よ
り
、
有

効
利
用
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
　
奥
出
雲
た
た
ら
製
鉄
及
び

　
棚
田
の
文
化
的
景
観

　

三
月
中
に
、
文
部
科
学
大
臣
か

ら
「
奥
出
雲
た
た
ら
製
鉄
及
び
棚

田
の
文
化
的
景
観
」
が
文
化
財
の

選
定
を
受
け
る
予
定
で
あ
り
、
風

土
記
時
代
か
ら
世
界
で
唯
一
継
承

さ
れ
て
い
る
「
た
た
ら
製
鉄
」
は
、

地
域
活
性
化
資
源
と
し
て
非
常
に

価
値
の
高
い
も
の
で
す
。

　

来
年
度
は
、
整
備
活
用
計
画
を

策
定
し
、
案
内
看
板
の
設
置
、
景

観
保
全
、
さ
ら
に
棚
田
で
生
産
さ

れ
る
仁
多
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
プ
レ

ミ
ア
ム
化
を
推
進
し
、
た
た
ら
製

鉄
に
起
因
す
る
重
要
文
化
的
景
観

い
て
は
、
先
頃
、
施
設
の
実
施
設

計
委
託
業
務
を
発
注
・
契
約
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
農
業
用
水
利
施
設
を
利

用
し
た
小
水
力
発
電
設
備
等
の
導

入
に
対
す
る
補
助
金
が
来
年
度
か

ら
県
で
創
設
さ
れ
、
本
町
の
事
業

も
採
択
予
定
と
な
り
、
建
設
コ
ス

ト
の
圧
縮
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
発
電
所
運
営
の
円
滑
化

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を

財
源
と
し
た
土
地
改
良
施
設
等
の

維
持
管
理
に
も
大
き
く
貢
献
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
用
地
買
収
の
ほ
か
、

「
水
車
」
や
「
発
電
機
」
の
発
注

等
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

要
す
る
経
費
を
今
般
特
別
会
計
に

予
算
計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
三
沢
発
電
所
に
つ

い
て
も
、
Ｊ
Ａ
雲
南
よ
り
施
設
の

譲
渡
を
受
け
、
大
規
模
改
修
に
向

け
た
調
査
・
設
計
業
務
を
、
来
年

度
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
町
の
豊
富
な
森
林

資
源
と
未
利
用
資
源
を
活
用
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
小
水
力
発
電
な

ど
を
含
め
た
持
続
的
・
安
定
的
な

循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　
活
力
あ
る
奥
出
雲
を
目
指
し
て

　

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
多

く
の
日
本
人
選
手
た
ち
が
活
躍
し

ま
し
た
。

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
浅
田

選
手
の
フ
リ
ー
の
演
技
は
自
己
ベ

ス
ト
を
記
録
し
、
日
本
の
み
な
ら

ず
、
世
界
の
人
々
に
大
き
な
感
動

を
与
え
、
『
失
敗
し
て
も
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
ず
、
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
や
り
遂
げ
る
』
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
、
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
た
一
瞬
で
し
た
。

　

現
在
の
社
会
・
経
済
情
勢
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
も
町
政
発
展
の
た
め
、
粘

り
強
く
「
笑
顔
と
語
ら
い
、
元
気

あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
」
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

た
見
守
り
事
業
は
、
整
備
後
、
毎

年
多
く
の
視
察
を
受
け
入
れ
、
国

か
ら
も
先
進
的
な
取
組
と
し
て
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
高
齢
者
支
援
を
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
現
在
国

に
お
い
て
制
度
の
見
直
し
を
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
七

年
度
か
ら
保
険
料
額
も
見
直
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
雲
南
広
域
連
合
で

の
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に

合
わ
せ
、
本
町
で
も
老
人
福
祉
計

画
を
見
直
す
予
定
で
す
。

　

こ
の
中
で
、
特
に
地
域
医
療
・

介
護
の
一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
構
築
な
ど
、
要
介
護
者
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体

制
整
備
は
も
と
よ
り
、
要
介
護
の

防
止
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加

に
対
し
、
医
療
連
携
や
相
談
体
制

の
充
実
は
も
と
よ
り
、
今
後
は
認

知
症
高
齢
者
の
家
族
の
皆
様
へ
の

支
援
を
重
点
的
に
進
め
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
地
域
で
支
え
あ
い
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
早

期
に
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
障
が
い
者
福
祉
施

策
と
し
て
、
新
た
に
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
ほ
か
、
対
象
者
全

員
へ
の
提
供
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

「
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
」
や
、
次

期
「
障
が
い
福
祉
計
画
」
の
策
定

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
る
相
談
体
制
の
充

実
、
新
た
な
支
援
事
業
の
検
討
や

必
要
な
施
設
整
備
等
を
進
め
、
障

が
い
者
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域

社
会
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
環
境
整

備
を
目
指
し
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り

　

現
在
、
高
齢
者
が
で
き
る
か
ぎ

り
介
護
を
必
要
と
せ
ず
に
、
自
立

し
て
健
康
で
穏
や
か
な
生
活
が
送

れ
る
期
間
で
あ
る
「
健
康
寿
命
」

の
延
伸
や
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
町
内
の
各
事
業
所

へ
も
協
力
を
お
願
い
し
、
「
奥
出

雲
町
げ
ん
き
プ
ラ
ン
21
推
進
計

画
」
を
全
町
で
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
、
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
不
妊
治
療

費
の
助
成
や
妊
婦
健
診
の
実
施
、

ロ
タ
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
水
ぼ
う

そ
う
等
の
任
意
予
防
接
種
の
実
施

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
種
が
ん
検
診
や
脳

ド
ッ
ク
の
経
費
助
成
に
よ
り
、
疾

病
の
早
期
発
見
を
推
進
し
、
健
康

づ
く
り
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業

　

本
年
一
月
一
日
現
在
、
本
町
の

国
保
加
入
世
帯
数
は
千
九
百
九
世

帯
で
、
町
全
体
の
三
十
八
．
七
％
、

被
保
険
者
数
は
三
千
二
百
五
十
五

人
で
総
人
口
の
二
十
三
％
と
、
依

然
多
く
の
方
が
加
入
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
創
設
以
降
も
、
六
十
五
歳
か

ら
七
十
四
歳
の
被
保
険
者
が
四
十

四
．
一
％
を
占
め
る
な
ど
、
高
齢

者
や
所
得
の
少
な
い
方
の
比
率
が

高
く
、
国
保
財
政
は
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
主
体
が
都
道
府
県

へ
移
行
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
保
障

改
革
が
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
今
後
、
そ
の
改
革
に
つ
い
て

は
国
の
動
向
を
注
視
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

来
年
度
の
国
保
会
計
の
当
初
予

算
は
、
医
療
費
を
中
心
に
対
前
年

度
比
で
〇
．
九
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

十
六
億
五
千
五
百
万
円
と
し
て
い

ま
す
が
、
具
体
的
な
税
率
や
均
等

割
の
額
は
、
国
保
運
営
協
議
会
で

の
審
議
の
後
、
六
月
定
例
議
会
に

提
案
し
ま
す
。

　
教
育
の
充
実

　

こ
こ
奥
出
雲
町
で
し
か
体
験
で

き
な
い
「
た
た
ら
体
験
学
習
」
や

小
学
五
年
生
全
員
参
加
に
よ
る

「
吾
妻
山
合
同
キ
ャ
ン
プ
」
、
ま

た
、
学
校
と
公
民
館
が
連
携
し
た

ふ
る
さ
と
教
育
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
来

年
度
か
ら
三
年
間
、
県
の
「
運
動

好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
指
定
を
受
け
、
家

庭
・
地
域
と
学
校
な
ど
が
連
携
し
、

子
ど
も
の
体
力
向
上
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
両
中
学
校
区
の
教
職

員
に
よ
る
自
発
的
な
会
で
あ
る

「
教
育
を
語
る
会
」
を
支
援
す
る

な
ど
、
幼
保
小
中
学
校
が
連
携
す

る
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
学

校
間
の
交
流
促
進
や
地
域
資
源
を

活
用
し
た
特
色
あ
る
教
育
、
教
育

効
果
を
高
め
る
各
種
支
援
に
努
め

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
学
力
向
上
や
特
別

支
援
教
育
、
読
書
活
動
、
ふ
る
ま

い
向
上
、
公
民
館
活
動
な
ど
の
充

実
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
教
育

委
員
会
事
務
局
に
県
派
遣
の
指
導

主
事
、
社
会
教
育
主
事
各
一
名
を

配
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
横
田
高
校
の
魅
力
化
・

活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た

に
発
足
す
る
「
特
別
委
員
会
」
な

ど
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
通
学
生
に
対
す
る
通
学
費
の

助
成
な
ど
を
、
町
独
自
で
実
施
し

ま
す
。

　

各
地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

▲キャプション

▲重要文化的景観に選定答申された大原新田

▲JA雲南から譲渡予定の三沢発電所

▲高齢者を支援するコールセンター

▲たたら体験学習

る
び
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